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	下諏訪町第一区｜班回覧 土蔵調査のお知らせ
	　下諏訪町では現在、町の景観的・建築的な特徴を把握し、下諏訪らしい地域づくりのあり方を検討するべく、地域の建築調査を順次開始しております。これに際し今般、近現代の様々な建築が存在している一区のエリアを対象として、「土蔵」の調査を実施させていただきますのでお知らせさせていただきます。今回の調査によって、下諏訪町における土蔵の特徴や、どういった時代の土蔵がどの程度残っているのか等といった点を把握したいと考えております。お住まいの皆様のご迷惑にならないよう進めてまいりますので、ご理解いただけますと幸いです。 　なお、今回の調査はあくまで町としての景観/建築把握を目的としていますので、住民の皆様の個人情報や住所情報が公開されたり、不動産会社等へ連携されることはございませんので、ご安心ください。　何かお気付きの点や気になることがございましたら、以下担当窓口までお問い合わせ下さい。
	調査期間 2026年8月19日（水）〜10月31日（土） 上記の期間中に5日程度、調査担当者（1〜3名程度）が区内を散策し、記録調査をさせていただきます。また、以下の日程にて別途フィールドワークを実施させていただきます。 　
	フィールドワーク実施概要 今回の調査は、中高生向けの郷土教育としても展開を予定しております。以下の日程は複数人でのフィールドワークとして展開いたしますので、ご認識いただけますと幸いです。 日時：1日目　2026年月8月19日（水）17:00〜18:30頃 　　  ２日目　2026年8月25日（火）17:00〜18:30頃 内容：町を歩きながらの土蔵の目視確認及び調査 　　　※私有地に立ち入るようなことはございませんのでご安心ください。 担当：下諏訪町立諏訪湖博物館・赤彦記念館　電話：0266-27-1627　　　
	ご自宅の土蔵の中に【下諏訪町の歴史や文化に関わるもの】はございませんか？ （古文書、昔の町並みの写真や生活道具、下駄スケート 等）
	昨今、建物の解体等の際に貴重な美術品や民芸品が一緒に処分され、価値ある文化資源が消失してしまうことが発生しております。博物館では、文化遺産の収集・活用を行なっておりますので、土蔵等の解体をされる前に一度、ご連絡をいただきますようお願いいたします。
	お問い合わせ先：下諏訪町立諏訪湖博物館・赤彦記念館　電話：0266-27-1627


	下諏訪町第四区｜班回覧 土蔵調査のお知らせ
	　下諏訪町では現在、町の景観的・建築的な特徴を把握し、下諏訪らしい地域づくりのあり方を検討するべく、地域の建築調査を順次開始しております。これに際し今般、近世、近現代の様々な建築が存在している四区のエリアを対象として、「土蔵」の調査を実施させていただきますのでお知らせさせていただきます。今回の調査によって、下諏訪町における土蔵の特徴や、どういった時代の土蔵がどの程度残っているのか等といった点を把握したいと考えております。住民の皆様のご迷惑にならないよう進めてまいりますので、ご理解いただけますと幸いです。 　なお、今回の調査はあくまで町としての景観/建築把握を目的としていますので、お住まいの皆様の個人情報や住所情報が公開されたり、不動産会社等へ連携されることはございませんので、ご安心ください。　何かお気付きの点や気になることがございましたら、以下担当窓口までお問い合わせ下さい。
	調査期間 2026年8月19日（水）〜10月31日（土） 上記の期間中に5日程度、調査担当者（1〜3名程度）が区内を散策し、記録調査をさせていただきます。また、以下の日程にて別途フィールドワークを実施させていただきます。 　
	フィールドワーク実施概要 今回の調査は、中高生向けの郷土教育としても展開を予定しております。以下の日程は複数人でのフィールドワークとして展開いたしますので、ご認識いただけますと幸いです。 日時：1日目　2026年月8月19日（水）17:00〜18:30頃 　　  ２日目　2026年8月25日（火）17:00〜18:30頃 内容：町を歩きながらの土蔵の目視確認及び調査 　　　※私有地に立ち入るようなことはございませんのでご安心ください。 担当：下諏訪町立諏訪湖博物館・赤彦記念館　電話：0266-27-1627　　　
	ご自宅の土蔵の中に【下諏訪町の歴史や文化に関わるもの】はございませんか？ （古文書、昔の町並みの写真や生活道具、下駄スケート 等）
	昨今、建物の解体等の際に貴重な美術品や民芸品が一緒に処分され、価値ある文化資源が消失してしまうことが発生しております。博物館では、文化遺産の収集・活用を行なっておりますので、土蔵等の解体をされる前に一度、ご連絡をいただきますようお願いいたします。
	お問い合わせ先：下諏訪町立諏訪湖博物館・赤彦記念館　電話：0266-27-1627



